
 

びわ湖自然体験学習の感染予防対策について 

弊社が主催します「びわ湖自然体験学習」につきましては、政府発表の「新型コロナウイルス感

染症対策の基本的対処方針」に基づき、下記対策を行いましたうえで開催させて頂くこととしてお

ります。今後の動向に関しましてはまだまだ不明瞭な状況が続きますが、随時検討の上、善処さ

せて頂きますのでご理解とご協力の程、よろしくお願い致します。 
 
 

１基本方針 

①3 密（密集、密接、密閉）の回避 

②マスク着用 

③手洗いおよび手指消毒の励行 

２従業員の感染予防対策 

①検温・体調確認を行い、体調不良者は勤務しない。 

②マスクを着用する。 

③手洗いの励行。 

④事務所等屋内での業務では十分な換気を行う。 

３施設の感染予防対策 

①来場者の体調確認（学校等による健康観察）を行い、体調不良者は利用を制限する。 

②手洗い場には石鹸等を設置する。クラブハウスには手指消毒設備を設置する。 

③ドアノブ等不特定多数が触れる場所は定期的な消毒作業を行う。 

④建物内は十分な換気を行う。 

⑤共用する道具（パドルやライフジャケット等）は使用後に消毒する。 

４生徒の体験時の感染予防対策別表「生徒の体験時の感染予防対策」に基づき、活動ごとの対策を協議。 

5.体調不良者への対応 

     ・体調不良者が出た場合は、休養する部屋を準備し休ませる。 

6 コロナウイルス感染が疑われる場合 

  帰国者・接触者相談センター  大津市保健所 077-526-5411(8:40~20:00) 

                      080-2409-1856(20:00~翌 8:40) に連絡し指示を仰ぐ 

 

以上本件に関するお問い合せ：ＢＳＣウォータースポーツセンター 能登 裕介 

520-00516 滋賀県大津市南船路 4-1 

Tel：077-592-0127  Fax：077-592-1531 

 Email：info @bsc-int.co.jp 

  



（別表）生徒体験時の感染予防対策 
 感染予防対策活動 びわ湖自然体験学習    BSC ウォータースポーツセンター 

 通常期 コロナ期（注意レベル） コロナ期（警戒レベル） 

開校式 

閉校式 

全員整列 全員同じ向きで整列（対面を

避ける）・マスク着用 

全員整列・１ｍ間隔で整列・マス

ク着用・ 

準備・移動 全員同時に マスク着用 時間差をつける・マスク着用 

カヌー 

（1 人乗） 

全員集まって説明 ･対面を避ける 

・マスク着用（陸上） 

・指導者とは対面する場合

2ｍ以上の距離 

・無マスクの会話は控える 

・１ｍ間隔を開けて 

説明を受ける 

・説明簡素化 

・マスク着用 

・無マスクの会話をしない 

カヌー 

（2 人乗） 

全員集まって説明 ・対面を避ける 

・マスク着用（陸上） 

・指導者とは対面する場合

2ｍ以上の距離 

・無マスクの会話は控える 

・１ｍ間隔を開けて 

説明を受ける 

・説明簡素化 

・マスク着用 

・無マスクの会話をしない 

ヨット 

（帆船） 

全員集まって説明 

1 艇に 14 名まで 

・体面を避ける 

・マスク着用（陸上） 

・指導者とは対面する場合

2ｍ以上の距離 

・無マスクの会話は控える 

・１ｍ間隔を開けて 

説明を受ける 

・説明簡素化・マスク着用・

無マスクの会話をしない  

1 艇に 10 名まで 

その他 

ウォーター

スポーツ 

全員集まって説明 ・対面を避ける 

・マスク着用（陸上） 

・指導者とは対面する場合

2ｍ以上の距離 

・無マスクの会話は控える 

・１ｍ間隔を開けて 

説明を受ける・説明簡素化 

・マスク着用（水上で外す場

合有り） 

無マスクの会話をしない 

その他 

プログラム 

全員集まって説明 ・対面を避ける 

・マスク着用（屋内） 

・指導者とは対面する場合

2ｍ以上の距離 

・無マスクの会話は控える 

・１ｍ間隔を開けて 

説明を受ける 

・説明簡素化 

・マスク着用 

屋内の場合は換気 

休憩時  手洗いの励行 

水筒で給水 

手洗いの励行 

マスク着用 水筒で給水 

昼食 クラス毎集まって食

べる 

屋内で食べることも

あり 

食事前、手洗いの励行 

対面で食べない 

屋内の場合は換気する 

会話は控える 

食事前、手洗いの励行 

間隔を空け、対面で食べない 

屋内の場合は換気する 

会話は控える 

更衣 全員一斉に更衣 

室内・男女別 

マスク着用 マスク着用 

時間差をつける 

  ※警戒レベルの対策は、学校の規模や滞在時間により実施できない場合があります。 
  ※マスクは、熱中症の恐れがある場合、屋外において必ず着用する必要はない 


